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古紙配合率80％再生紙を使用しています。
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県立医科大学臨床研修医
対平成15年医師・歯科医師免
許取得見込者
定 60人
申出願書類を12月27日までに
医大総務課
＊2年目編入制度あり
問申込先t073(441)0711

放送大学学生
テレビ・ラジオで学ぶ正規の大
学で、入学試験はありません。
4月入学生を募集。
種類 ①全科履修生＝大学卒業
(学士〈教養〉)をめざす
②選科履修生＝1年間在学
③科目履修生＝1学期間(6ケ月)在学
④修士科目生＝大学院に1学期間
(6ケ月)在学
対①④18歳以上 ②③15歳以上
問放送大学和歌山学習センター
t073(431)0360

病気の子どもを地域で支える
シンポジウム
小児の難病等長期療養児に関わ
る課題や支援体制づくりについ
て考える基調講演とパネルディ
スカッション
時・場 12月22日(日)＝那智勝浦
町福祉健康センター
12月23日(祝)＝和歌山マリーナ
シティわかやま館
＊いずれも13:00～16:00
＊保育ルームあり（要事前申込）
申・問 県子ども保健福祉相談セ
ンターt073(445)0520

交通安全年間スローガン
応募区分 一般の部、小・中学
生の部、65歳以上の部
応募 ハガキ又はFAX、Eメール
に応募区分、郵便番号、住所、
氏名(ふりがな)、年齢、職業
（会社名、学校名・学年）、電話
番号を記入し、1月15日までに
県庁県民生活課
FAX073(433)1771

Eメール e0313001@office.
wakayama.go.jp

りぃぶるフェスタ in ひだか
写真コンテスト作品
テーマ「男女共生・男女平等」
対県内在住又は通勤・通学の方
規格 四つ切り（カラー・モノ
クロ不問）3点以内、ワイド版・
額装・パネル貼り加工は不可
＊出品者本人が撮影、未発表の
ものに限る
応募 所定の出品票に必要事項
記入のうえ、写真の裏に貼付し
て、1月17日までに日高振興局
県民行政部総務課〒644-0011
御坊市湯川町財部651t0738
(24)2904又は県男女共生社
会推進センター“りいぶる”
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
t073(435)5245（郵送も可）
問応募先

くらしとおかね体験作文
テーマ ①金融資産の運用、管理

②生活設計と家計運営
③子どもとおかね

対昭和62年4月1日以前に生ま
れた方
規格 A4判横置き、縦書、右上
つづり、2,000字程度
申テーマ、題名、氏名(ふりが
な)、郵便番号、住所、電話番
号、職業、年齢、性別を記入し、
2月20日までに金融広報中央委
員会作文係〒103-8660東京都
中央区日本橋本石町2-1-1
問申込先t03(3277)2579

新宮市SOHOセンター入居者
起業家・ベンチャーを支援する
ための情報通信環境が整った低
料金の賃貸事務所
場新宮市センタービル
対創業しようとする方、創業し
て5年未満の方等
定 4室
申 12月27日までに所定の用紙

を持参又は簡易書留郵便で新宮
市役所商工観光課〒647-8555
新宮市春日1-1
問申込先t0735(23)3333

ファミリー・サポート・センター会員
仕事と育児の両立を支援する会
員組織
対育児の援助を受けたい方又は
育児の援助を行いたい方
申和歌山市ファミリー・サポート・
センターt073(424)3770
田辺市ファミリー・サポート・
センター「きっずぱーく」
t0739(26)5486
問申込先又は県庁労政能力開発課

募  集�

和歌山県のホームページは　http://www.wakayama.go.jp/�
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県工業技術センターは、大量
の柿の皮を刃物を使わずにむく
ことができる新技術の開発に成
功しました。その技術によれば、
酵素を含んだ水溶液に柿を一定
時間漬けておき、軽く水洗いするだけで果皮を取り除くことがで
きます。もちろん使用する酵素は、既に安全性が確認され、食品
加工等に広く用いられているものです。特別な装置を必要としな
いため、地域の農産物加工場や中小規模の食品工場などにも導入
でき、また、干し柿やあんぽ柿等の製造の効率化をはじめ、皮を
むいた柿をカットフルーツとして流通させるなど新たな商品を生
み出すことも可能になります。
今後、生産者や地域の食品加工業者と共に実用化を図ることに

より、生産量日本一を誇る和歌山の柿産地の活性化につながるも
のと期待を集めています。

工業統計調査にご協力を
全国の製造業の事業所を対象として、統計調査が実施されます。

調査員がお伺いした際はご協力ください。
問 県庁統計課

ドメスティック･バイオレンス(ＤＶ)
について

※ＤＶ防止法は、女性から男性への暴力の場合も適用されます

「労災かくし」は犯罪です！
事業所等で労働災害が発生した場合、
所轄の労働基準監督署に「労働者死傷
病報告」を提出しなければなりません。
問 和歌山労働局t073(422)2172

ＤＶ＝夫や恋人など親しい関係にある男性から女性に対してふるわれる暴力。
以前はプライベートな問題、夫婦げんかなどと問題にされませんでしたが、昨年10月に施行

された｢配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律(いわゆるＤＶ防止法)｣では、
明確に『犯罪』であると規定されています。
ＤＶは、人間の尊厳にかかわる重大な人権侵害なのです。

県工業技術センター

刃物を使わずに柿の皮をむく
新技術を開発！

語り継ごう　たゆまぬ努力で　四島（しま）返還

さあ、あなたも有給休暇を活用して�
「ゆとり休暇」をとりましょう�

はく皮後

暴力の具体例
身体的暴力(なぐる･ける等)、性的暴力(セッ
クスを強要する、避妊を拒否する等)、精神
的暴力(ののしる、脅す、大事にしているも
のを壊す等)、経済的暴力(外へ仕事に行かせ
ない、生活費を入れない等)、社会的暴力(外
出を制限する、盗聴する等)などがあります。

まず相談しましょう
暴力の事実を第三者に知ってもらうのはと
ても大切なことです。話を聞いてもらうだ
けで心が軽くなったり、気持ちが整理でき
たり、また、いろんな情報をおしえてもら
えることもあります。

相談窓口のある主な公的機関
●県女性相談所(配偶者暴力相談支援センター)

t073(445)0793
●県警察本部警察相談課 t073(432)0110
●県男女共生社会推進センター“りぃぶる”

t073(435)5246
●各振興局健康推進課

※ただし、緊急の場合は警察110番へ

ＤＶ防止法による救済

北方領土返還要求パネル展
12/13～19 和歌山マリーナシティわかやま館
1/ 8～13 ユピアオークワ湯浅店
1/28～2/3 オークワミレニアシティ岩出店
2/7 貴志川町かがやきホール

2/13～18 ペアシティオークワ新宮店
2/20～25 オーシティ田辺店 問 県庁広報室
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WAW FESTA(わうフェスタ)
動物とのふれあい、動物愛護教
室、ぬり絵、クイズなど
時 12月14日(土)・15日(日)
10:00～17:00

場県動物愛護センター(野上町)
問会場t073(489)6500

“紀淡海峡”子ども交流フェスタ
南中ソーランや阿波踊りなど和
歌山と徳島の子ども達による踊
りの競演やパネル展など
時 12月22日(日) 11:30～
場和歌山マリーナシティ
問県庁総合交通政策課

医療関係者の届出
すべての医師、歯科医師及び薬
剤師並びに業務に従事する保健
師、助産師、看護師、准看護師、
歯科衛生士、歯科技工士の方は
業務従事者届を1月15日までに
管轄保健所に提出してください。
問各保健所、県庁医務課

福祉のまちづくり施設アドバ
イザーの派遣
住宅や店舗などのバリアフリー
改造について、建築士が無料で
出張相談に応じます。
＊住宅については、介護保険法
等による住宅改修認定を受ける
方に限ります。
申・問県建築士会t073(423)2562
又は県庁都市政策課　

母性健康管理電話相談
妊産婦のための母性健康管理に
ついて、事業主や働く女性を対
象に、産婦人科医が無料で電話
相談に応じます。
時来年3月までの毎週火曜日
9:00～12:00

申t0739(22)0019
問県庁健康対策課

社内コミュニケーション診断
コンピュータにより、会社組織
上の問題点を科学的、客観的に
分析します。機密厳守。
診断は無料。
申・問県庁労政能力開発課

(福)和歌山県福祉事業団看護師
時 12月22日(日)
場和歌山ビッグ愛(和歌山市)
対有資格者（取得見込者を含む）
定 2人程度
勤務施設 南紀福祉センター他
願書配布 同事業団
申 12月16日までに同事業団総
務課〒640-8319和歌山市手平
2-1-2に持参又は郵送
問申込先t073(435)5234

危険物取扱者
種類甲種、乙種、丙種
時 2月16日(日)
場和歌山市、田辺市、新宮市
願書配布 (財)消防試験研究セ
ンター和歌山県支部、県庁消
防防災課、各振興局地域行政
課、各消防本部
申 12月16～19日に(財)消防試
験研究センター和歌山県支部
〒640-8249和歌山市雑賀屋町
51第2汀ビル2階に持参又は郵送
問申込先t073(425)3369

試  験�
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ごあんない�
勤労者子育て・介護支援助成
育児や介護支援モデル制度等を導
入している県内の中小企業事業主
に助成金を交付(各200,000円)
＊今年度限り
導入制度 短時間勤務制度、フレ
ックスタイム制度、始業・終業時
刻の繰上げ・繰下げ制度など
申 12月末日まで
問 県庁労政能力開発課

融資など�

年末の
交通事故防止
県民運動

12月1～10日
飲酒運転の徹底追放
夕暮れ時の早めの
ヘッドライト点灯

来年1月から、県庁職員が直接みなさんの地域
にお伺いし、県が取り組んでいる重要施策などに
ついて説明する「出張講座」を始めます。
医療・福祉、環境、産業をはじめ、「新ふるさと
創り・緑の雇用事業」や「東南海・南海地震」な
ど、100を超える講座テーマを用意しました。
お気軽にお問い合せください。

対　象 15人以上のグループ
（県内在住、通勤・通学の方）

日　時 原則として希望日（土日祝日、夜間可）
費　用 無料（但し、会場の手配やそれにかかる

費用はご負担願います。）
その他 営利や政治、宗教を目的とする場合はお
受けできません。また、苦情や要望のみをお受け
する場ではありませんのでご理解をお願いします。

申込み 実施予定日の１ヶ月前までに、所定の
申込書を郵送、ＦＡＸ又はＥメールで
県庁政策審議室まで　　　　　

問合せ t073(441)2075 FAX073(431)0462

詳細は、ホームページで紹介しています。
http://www/wakayama.go.jp/prefg/

000600/shuttyou

始めます。「出張！県政おはなし講座」



県植物公園緑花センター

入場者500万人突破！

紀北青少年の家 〒649-7112かつらぎ町中飯降1317-3
t0736(22)5530 FAX0736(22)5531
白崎青少年の家 〒649-1123由良町大引961-1
t0738(65)2351 FAX0738(65)2352
潮岬青少年の家 〒649-3502串本町潮岬669
t0735(62)6045 FAX0735(62)0182

FAX、ハガキで
申し込む場合

申込･問合先

参加者全員の住所、氏名、年齢（学年）、電話番号、
保護者名、希望講座名を記入してください。

野鳥観察会
冬鳥のカモ類を観察

日程 1月26日

13:00～15:00

会場 那賀町・麻生津橋周辺

対象 小学生以上50人 抽

費用 100円(傷害保険料等)

申込 往復ハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号を記入し、1月

11日までに自然博物館「野鳥観

察会」係

水槽写真教室
水槽での写真撮影に必要な基礎

技術を学ぶ

日程 1月17・18・19日のうち1日

10:00～15:30

会場 自然博物館

対象 一眼レフカメラを持参でき、

操作ができる方　

各日20人（計60人） 抽

費用 入館料

申込 往復ハガキに参加希望日、

住所、氏名、年齢、電話番号を

記入し1月3日までに会場「水槽

写真教室」係

申込・問合せ 県立自然博物館

〒642-0001海南市船尾370-1

t073(483)1777

ドンとこい和太鼓
初心者から初級者向きの和太鼓の講習
日程 1月18～19日(1泊2日)
会場 紀北青少年の家（かつらぎ町）
対象 小学5年生～一般25人 抽
費用 2,900～3,500円
申込 電話、FAX、ハガキで12月
25日までに会場

白崎ネイチャークラブ・冬
フィールドゲームや炭焼き、石け
ん作りなど
日程 1月25～26日(1泊2日)
会場 白崎青少年の家（由良町）
対象 小学4年生～中学生40人　抽
費用 3,000円
申込 電話、FAX、ハガキで1月11
日までに会場

生ＣＭのチカラ～ＰＲ大作戦～
品物の紹介を通じて、自分の思い
が人に伝わる楽しさを実感
日程 1月25～26日(1泊2日)
会場 潮岬青少年の家（串本町）
対象 中学生(3～5人グループ)

10グループ　抽
費用 2,800円
申込 電話、FAX、ハガキで1月12
日までに会場

陶芸　信楽焼菓子鉢づくり
日程 1月26日
会場 紀北青少年の家（かつらぎ町）
対象 小学4年生～一般40人 抽
費用 1,500円
申込 電話、FAX、ハガキで1月13
日までに会場


